
１.目的  
 本研究は，全国の特別支援学校（聴覚障害）（以下，
「聾学校」という）におけるセンター的機能の実態及び関係機
関（医療，福祉，労働等）との連携について実態調査を実
施し，聾学校の専門性，幼稚園・小・中・高等学校等におけ
る聴覚障害児への対応の現状と課題を明らかにすることを目
的とする。 

2.方法 
【調査対象】 
調査対象は，全国の聾学校で，総数94校とした。（分校
や・併置校を含む。） 
 

高等学校における通級による指導では、生徒の
自尊感情や自己理解、二次的な障害の予防と
いう視点が重要。生徒の気持ちを日常的に受
け止め、心理面、情緒面の対応ができる場とし
ての役割にも期待。また、日々の授業や生活と
のつながりが大切。そして、最も重要なのは、本
人のニーズと周囲の理解。 

通級による指導に期待されるもの 
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3.結果① 
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 結果④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の研究の方向 


